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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月24日(2016.10.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホームノードＢ基地局においてアップリンク干渉を管理する方法であって、前記方法は
、
　前記ホームノードＢ基地局において、前記ホームノードＢ基地局のアップリンクチャネ
ルに対して１つまたは複数のセル間ユーザ機器によって引き起こされるアップリンク干渉
を検出することと、前記１つまたは複数のセル間ユーザ機器が近隣基地局に関連する、
　ホームノードＢゲートウェイによって維持された情報を識別することに基づいて、前記
近隣基地局を識別することと、
　前記アップリンク干渉を検出することに応答して前記近隣基地局に支援情報についての
要求を送信することと、前記支援情報が、前記近隣基地局に関連する前記１つまたは複数
のセル間ユーザ機器による進行中の送信のパラメータリストを備える、
　前記ホームノードＢ基地局において、前記近隣基地局から前記支援情報を受信すること
と、ここにおいて、前記支援情報は、前記要求に応答して受信される、
　前記ホームノードＢ基地局において、得られた信号を生成するために、前記支援情報に
基づいて、受信された信号の少なくとも一部分に対してアップリンク干渉消去を実施する
ことと、ここにおいて、アップリンク干渉消去を実施することは、前記受信された信号か
ら前記１つまたは複数の干渉セル間ユーザ機器の送信を復号するために前記支援情報を使
用することを含む、
　前記１つまたは複数の干渉セル間ユーザ機器の前記復号された送信を使用して前記受信
された信号から前記干渉ＵＥ送信を消去することと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記アップリンク干渉消去が、前記アップリンク干渉を検出したことに応答して実施さ



(2) JP 2016-504826 A5 2016.12.15

れる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記受信された信号の前記少なくとも一部分が連続干渉消去、反復並列干渉消去、およ
び反復グループ干渉消去を介して消去される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記支援情報が前記近隣基地局から直接受信されるか、または、前記支援情報がＷｉ－
Ｆｉ　Ｄｉｒｅｃｔ、ロングタームエボリューションホワイトスペース（ＬＴＥ（登録商
標）－ＷＳ）、ロングタームエボリューションデバイスツーデバイス（ＬＴＥ－Ｄ２Ｄ）
、Ｗｉ－Ｆｉ電力線接続（ＰＬＣ）、およびバックホール接続のうちの1つを介して前記
近隣基地局から直接受信される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記支援情報が、前記近隣基地局に関連するユーザ機器を介して前記近隣基地局から受
信される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記支援情報が、ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）インターフェース
を介して前記近隣基地局に関連する前記ユーザ機器を介して前記近隣基地局から受信され
る、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記支援情報が、帯域外（ＯＯＢ）リンクを介して前記近隣基地局に関連する前記ユー
ザ機器を介して前記近隣基地局から受信される、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記ホームノードＢ基地局がスモールセルデバイスを備え、オプションで、前記スモー
ルセルデバイスがフェムトセルを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記支援情報の前記パラメータリストが、スクランブリングコードタイプおよびスクラ
ンブリングコード番号のうちの１つまたは複数、拡散率および直交可変拡散率（ＯＶＳＦ
）コードのうちの１つまたは複数、送信時間間隔（ＴＴＩ）、チャネルコーディングタイ
プ、レートマッチング属性および／または巡回冗長検査（ＣＲＣ）を含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項１０】
　前記支援情報の前記パラメータリストが、フィードバックインジケータ（ＦＢＩ）ビッ
トの数、送信電力制御（ＴＰＣ）ビットの数、トランスポートフォーマット組合せインジ
ケータビット（ＴＦＣＩ）ビットの数のうちの１つまたは複数を含むＵＬ　ＤＰＣＣＨス
ロットフォーマットを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記支援情報の前記パラメータリストが、トランスポートフォーマット組合せセット（
ＴＦＣＳ）およびアップリンクのためのトランスポートフォーマットセット（ＴＦＳ）の
うちの１つまたは複数を含む、および／または、
　前記支援情報の前記パラメータリストがパンクチャリング限界、１つまたは複数の利得
係数、および／またはＤＰＣＨフレームオフセットパラメータおよびチップオフセットパ
ラメータのうちの１つまたは複数を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　アップリンク干渉消去を前記実施することが、
　前記受信された信号から、前記近隣基地局に関連する前記ユーザ機器からのビットスト
リームを復号することと、
　前記近隣基地局に前記復号されたビットストリームを与えることと
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記方法は、
　前記ホームノードＢ基地局のための現在リソース利用量を判断することと、
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　現在リソース容量が所定のしきい値を下回るとき、許可されていないユーザ機器にアク
セスを与えることと
をさらに備え、オプションで、前記許可されていないユーザ機器に優先して、許可された
ユーザ機器に復号優先度が与えられる、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　ホームノードＢ基地局においてアップリンク干渉を管理するための装置であって、前記
装置は、
　ホームノードＢ基地局において、前記ホームノードＢ基地局のアップリンクチャネルに
対して１つまたは複数のセル間ユーザ機器によって引き起こされるアップリンク干渉を検
出するための手段と、前記１つまたは複数のセル間ユーザ機器が近隣基地局に関連する、
　ホームノードＢゲートウェイによって維持された情報を識別することに基づいて、前記
近隣基地局を識別するための手段と、
　前記アップリンク干渉の検出に応答して前記近隣基地局に支援情報についての要求を送
信するための手段と、前記支援情報が、前記近隣基地局に関連する前記１つまたは複数の
ユーザ機器による進行中の送信のパラメータリストを備える、
　前記ホームノードＢ基地局において、前記近隣基地局から前記支援情報を受信するため
の手段と、ここにおいて、前記支援情報は、前記要求に応答して受信される、
　前記ホームノードＢ基地局において、得られた信号を生成するために、前記支援情報に
基づいて、受信された信号の少なくとも一部分に対してアップリンク干渉消去を実施する
ための手段と、ここにおいて、アップリンク干渉消去を前記実施するための手段は、前記
受信された信号から前記１つまたは複数の干渉セル間ユーザ機器の送信を復号するために
前記支援情報を使用するように構成される、
　前記１つまたは複数の干渉セル間ユーザ機器の前記復号された送信を使用して前記受信
された信号から前記干渉ＵＥ送信を消去するための手段と
を備える、装置。
【請求項１５】
　基地局においてアップリンク干渉を管理するためのコンピュータプログラム製品であっ
て、前記コンピュータプログラム製品は、
　請求項１－１３のうちのいずれか１つのステップを実行するためのコードを備えるコン
ピュータ可読記憶媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０９】
　[0119]開示する実施形態についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用す
ることができるように与えたものである。これらの実施形態への様々な修正は当業者には
容易に明らかであり、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱
することなく他の実施形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で示した実
施形態に限定されるものではなく、本明細書で開示する原理および新規の特徴に一致する
最も広い範囲を与られるべきである。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　基地局においてアップリンク干渉を管理する方法であって、前記方法は、
　基地局のアップリンクチャネルに対して１つまたは複数のセル間ユーザ機器によって引
き起こされるアップリンク干渉を検出することと、前記１つまたは複数のセル間ユーザ機
器が近隣基地局に関連する、
　前記基地局において、前記近隣基地局から支援情報を受信することと、前記支援情報が
、前記近隣基地局に関連する前記１つまたは複数のユーザ機器による進行中の送信のパラ
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メータリストを備える、
　前記基地局において、得られた信号を生成するために、前記支援情報に基づいて、受信
された信号の少なくとも一部分に対してアップリンク干渉消去を実施することと
を備える、方法。
　　［Ｃ２］
　前記方法が、
　前記近隣基地局に前記支援情報についての要求を送信すること
をさらに備え、
　前記支援情報が前記要求に応答して受信される、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　基地局においてアップリンク干渉を管理する方法であって、前記方法は、
　前記基地局において、近隣基地局から支援情報を受信することと、前記支援情報が、前
記近隣基地局に関連する１つまたは複数のセル間ユーザ機器による進行中の送信のパラメ
ータリストを備え、前記１つまたは複数のセル間ユーザ機器の前記進行中の送信が前記基
地局のアップリンクチャネルに対するアップリンク干渉を引き起こす、
　前記基地局において、得られた信号を生成するために、前記支援情報に基づいて、受信
された信号の少なくとも一部分に対してアップリンク干渉消去を実施することと
を備える、方法。
　　［Ｃ４］
　前記方法が、
　前記１つまたは複数のセル間ユーザ機器によって引き起こされる前記アップリンク干渉
を検出すること
をさらに備え、
　前記アップリンク干渉消去が、前記アップリンク干渉を検出したことに応答して実施さ
れる、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記方法が、
　前記近隣基地局に前記支援情報についての要求を送信すること
をさらに備え、
　前記支援情報が前記要求に応答して受信される、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記方法は、
　前記近隣基地局に前記支援情報についての要求を送信することと、ここにおいて、前記
支援情報が前記要求に応答して受信される、
　前記アップリンク干渉を検出することと
をさらに備え、
　前記アップリンク干渉消去が、前記アップリンク干渉を検出したことに応答して実施さ
れる、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　前記方法が、
　前記１つまたは複数のセル間ユーザ機器によって引き起こされる前記アップリンク干渉
を検出することと、
　前記アップリンク干渉を検出したことに応答して、前記近隣基地局に前記支援情報につ
いての要求を送信することと
をさらに備え、
　前記支援情報が前記要求に応答して受信される、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記受信された信号の前記少なくとも一部分が連続干渉消去によって消去される、Ｃ３
に記載の方法。
　　［Ｃ９］
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　前記受信された信号の前記少なくとも一部分が反復並列干渉消去によって消去される、
Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　前記受信された信号の前記少なくとも一部分が反復グループ干渉消去によって消去され
る、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ１１］
　前記支援情報は、前記セル間ユーザ機器のうちの１つが、前記セル間機器が前記基地局
の前記アップリンクチャネルに対するアップリンク干渉を引き起こしていると判断したこ
とに応答して受信される、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ１２］
　前記支援情報が前記近隣基地局から直接受信される、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　前記支援情報がＷｉ－Ｆｉ　Ｄｉｒｅｃｔ（登録商標）を介して前記近隣基地局から直
接受信される、Ｃ１２に記載の方法。
　　［Ｃ１４］
　前記支援情報がロングタームエボリューションホワイトスペース（ＬＴＥ－ＷＳ）を介
して前記近隣基地局から直接受信される、Ｃ１２に記載の方法。
　　［Ｃ１５］
　前記支援情報がロングタームエボリューションデバイスツーデバイス（ＬＴＥ－Ｄ２Ｄ
）を介して前記近隣基地局から直接受信される、Ｃ１２に記載の方法。
　　［Ｃ１６］
　前記支援情報がＷｉ－Ｆｉ（登録商標）を介して前記近隣基地局から直接受信される、
Ｃ１２に記載の方法。
　　［Ｃ１７］
　前記支援情報が電力線接続（ＰＬＣ）を介して前記近隣基地局から直接受信される、Ｃ
１２に記載の方法。
　　［Ｃ１８］
　前記支援情報がバックホール接続を介して前記近隣基地局から直接受信される、Ｃ１２
に記載の方法。
　　［Ｃ１９］
　前記支援情報が、前記近隣基地局に関連するユーザ機器を介して前記近隣基地局から受
信される、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ２０］
　前記支援情報が、ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）インターフェース
を介して前記近隣基地局に関連する前記ユーザ機器を介して前記近隣基地局から受信され
る、Ｃ１９に記載の方法。
　　［Ｃ２１］
　前記支援情報が、帯域外（ＯＯＢ）リンクを介して前記近隣基地局に関連する前記ユー
ザ機器を介して前記近隣基地局から受信される、Ｃ１９に記載の方法。
　　［Ｃ２２］
　前記基地局がスモールセルデバイスを備える、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ２３］
　前記スモールセルデバイスがフェムトセルを備える、Ｃ２２に記載の方法。
　　［Ｃ２４］
　前記基地局がマクロセルデバイスを備える、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ２５］
　前記支援情報の前記パラメータリストが、スクランブリングコードタイプおよびスクラ
ンブリングコード番号のうちの１つまたは複数を含む、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ２６］
　前記支援情報の前記パラメータリストが、拡散率および直交可変拡散率（ＯＶＳＦ）コ
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ードのうちの１つまたは複数を含む、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ２７］
　前記支援情報の前記パラメータリストが送信時間間隔（ＴＴＩ）を含む、Ｃ３に記載の
方法。
　　［Ｃ２８］
　前記支援情報の前記パラメータリストがチャネルコーディングタイプを含む、Ｃ３に記
載の方法。
　　［Ｃ２９］
　前記支援情報の前記パラメータリストがレートマッチング属性を含む、Ｃ３に記載の方
法。
　　［Ｃ３０］
　前記支援情報の前記パラメータリストが巡回冗長検査（ＣＲＣ）を含む、Ｃ３に記載の
方法。
　　［Ｃ３１］
　前記支援情報の前記パラメータリストが、フィードバックインジケータ（ＦＢＩ）ビッ
トの数、送信電力制御（ＴＰＣ）ビットの数、トランスポートフォーマット組合せインジ
ケータビット（ＴＦＣＩ）ビットの数のうちの１つまたは複数を含むＵＬ　ＤＰＣＣＨス
ロットフォーマットを含む、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ３２］
　前記支援情報の前記パラメータリストが、トランスポートフォーマット組合せセット（
ＴＦＣＳ）およびアップリンクのためのトランスポートフォーマットセット（ＴＦＳ）の
うちの１つまたは複数を含む、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ３３］
　前記支援情報の前記パラメータリストがパンクチャリング限界を含む、Ｃ３に記載の方
法。
　　［Ｃ３４］
　前記支援情報の前記パラメータリストが１つまたは複数の利得係数を含む、Ｃ３に記載
の方法。
　　［Ｃ３５］
　前記支援情報の前記パラメータリストが、ＤＰＣＨフレームオフセットパラメータおよ
びチップオフセットパラメータのうちの１つまたは複数を含む、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ３６］
　アップリンク干渉消去を前記実施することが、
　前記受信された信号から、前記近隣基地局に関連する前記ユーザ機器からのビットスト
リームを復号することと、
　前記近隣基地局に前記復号されたビットストリームを与えることと
を備える、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ３７］
　前記方法は、
　前記基地局のための現在リソース利用量を判断することと、
　現在リソース容量が所定のしきい値を下回るとき、許可されていないユーザ機器にアク
セスを与えることと
をさらに備える、Ｃ３に記載の方法。
　　［Ｃ３８］
　前記許可されていないユーザ機器に優先して、許可されたユーザ機器に復号優先度が与
えられる、Ｃ３７に記載の方法。
　　［Ｃ３９］
　ユーザ機器によって実施される、アップリンク干渉を管理するための方法であって、前
記方法は、
　前記ユーザ機器によって、ビクティム基地局のアップリンクチャネルに対して前記ユー
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ザ機器によって引き起こされるアップリンク干渉を検出することと、
　前記ユーザ機器がそれに関連するサービング基地局に対して前記ビクティム基地局を識
別することと
を備える、方法。
　　［Ｃ４０］
　前記ビクティム基地局が干渉消去を実施することを可能にするために、前記ビクティム
基地局に支援情報が与えられる、Ｃ３９に記載の方法。
　　［Ｃ４１］
　基地局においてアップリンク干渉を管理する方法であって、前記方法は、
　基地局のアップリンクチャネルに対して１つまたは複数のセル間ユーザ機器によって引
き起こされるアップリンク干渉を検出することと、前記１つまたは複数のセル間ユーザ機
器が近隣基地局に関連する、
　前記１つまたは複数のセル間ユーザ機器の送信のデータシンボルの最小平均２乗誤差（
ＭＭＳＥ）推定値を生成することと、前記ＭＭＳＥ推定値が前記基地局のチャネル復号器
のソフト出力から導出される、
　前記ＭＭＳＥ推定値に基づいて波形を再構成することと
を備える、方法。
　　［Ｃ４２］
　アップリンク干渉を管理するための基地局であって、前記基地局は、
　近隣基地局から支援情報を受信するように構成されたトランシーバと、前記支援情報が
、前記近隣基地局に関連する１つまたは複数のユーザ機器による進行中の送信のパラメー
タリストを備える、
　得られた信号を生成するために、前記支援情報に基づいて、受信された信号の少なくと
も一部分に対してアップリンク干渉消去を実施するように構成されたプロセッサと、
を備える、基地局。
　　［Ｃ４３］
　基地局においてアップリンク干渉を管理するための装置であって、前記装置は、
　基地局のアップリンクチャネルに対して１つまたは複数のセル間ユーザ機器によって引
き起こされるアップリンク干渉を検出するための手段と、前記１つまたは複数のセル間ユ
ーザ機器が近隣基地局に関連する、
　前記基地局において、前記近隣基地局から支援情報を受信するための手段と、前記支援
情報が、前記近隣基地局に関連する前記１つまたは複数のユーザ機器による進行中の送信
のパラメータリストを備える、
　前記基地局において、得られた信号を生成するために、前記支援情報に基づいて、受信
された信号の少なくとも一部分に対してアップリンク干渉消去を実施するための手段と、
を備える、装置。
　　［Ｃ４４］
　前記装置が、
　前記近隣基地局に前記支援情報についての要求を送信するための手段
をさらに備え、
　前記支援情報が前記要求に応答して受信される、Ｃ４３に記載の装置。
　　［Ｃ４５］
　基地局においてアップリンク干渉を管理するための装置であって、前記装置は、
　　基地局のアップリンクチャネルに対して１つまたは複数のセル間ユーザ機器によって
引き起こされるアップリンク干渉を検出することと、前記１つまたは複数のセル間ユーザ
機器が近隣基地局に関連する、
　　前記基地局において、前記近隣基地局から支援情報を受信することと、前記支援情報
が、前記近隣基地局に関連する前記１つまたは複数のユーザ機器による進行中の送信のパ
ラメータリストを備える、
　　前記基地局において、得られた信号を生成するために、前記支援情報に基づいて、受
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信された信号の少なくとも一部分に対してアップリンク干渉消去を実施することと、
　を行うために構成されたプロセッサ
を備える、装置。
　　［Ｃ４６］
　前記プロセッサが、さらに、
　前記近隣基地局に前記支援情報についての要求を送信する、ために構成され、
　前記支援情報が前記要求に応答して受信される、Ｃ４５に記載の装置。
　　［Ｃ４７］
　基地局においてアップリンク干渉を管理するためのコンピュータプログラム製品であっ
て、前記コンピュータプログラム製品は、
　　基地局のアップリンクチャネルに対して１つまたは複数のセル間ユーザ機器によって
引き起こされるアップリンク干渉を検出することと、前記１つまたは複数のセル間ユーザ
機器が近隣基地局に関連する、
　　前記基地局において、前記近隣基地局から支援情報を受信することと、前記支援情報
が、前記近隣基地局に関連する前記１つまたは複数のユーザ機器による進行中の送信のパ
ラメータリストを備える、
　　前記基地局において、得られた信号を生成するために、前記支援情報に基づいて、受
信された信号の少なくとも一部分に対してアップリンク干渉消去を実施することと
　を行うためのコードを備えるコンピュータ可読記憶媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
　　［Ｃ４８］
　前記コンピュータ可読記憶媒体が、
　前記近隣基地局に前記支援情報についての要求を送信する
ためのコードをさらに備え、
　ここにおいて、前記支援情報が前記要求に応答して受信される、Ｃ４７に記載の装置。
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